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人と環境にやさしい

“SDGs実践事業所”

としての取り組み



リコージャパンについて



おかげさまでリコーは創業84周年

おかげさまで

84周年

1936年 創業
創業者 市村 清

1955年
リコピー101発売
事務機分野に進出

1965年
リコー初の静電複写機
電子リコピーBS-1発売

1950年
カメラブームを呼んだ名作
リコーフレックス発売

1975年
事務機器業界初

デミング賞実施賞受賞

2008年
RICOH Pro C900発売

カラーPOD市場に本格参入 2001年
imagio Neo350販売
省エネ大賞受賞

1974年
世界初の高速事務用ファクシミリ

リファクス600S発売

1970年
日本万国博に
リコー館出展

1996年
imagio MF200発売

デジタル比率が50％を超える

2013年
全天球をワンショットで撮影

RICOH THETA発売

2006年
銀座三愛ドリームセンター

広告塔点灯

リコーは、理化学研究所の研究開発を工業
化するために設立された｢理化学興業株式会
社｣から感光紙事業を継承し、｢理研感光紙
株式会社｣として、1936年2月6日に創業。
今年、創業80周年を迎えました。



リコーグループ各極の販売統括会社

■Ricoh Asia Pacific Pte Ltd.
（アジア・パシフィック 統括会社）

■Ricoh Europe PLC

（欧州極 統括会社）

■Ricoh USA, Inc.

（米州極 統括会社）

英 国

米 国

シンガポール

日 本

リコーグループは、日本、米州、欧州、アジア・パシフィックの4極体制により
世界約200カ国で事業を展開しています。

■リコージャパン株式会社
（日本極 統括会社）



リコージャパンの概要

名称 ： リコージャパン株式会社（RICOH JAPAN Corporation）

創立 ： 1959年5月2日

資本金 ： 25億円

代表者 ： 代表取締役 社長執行役員 CEO 坂主 智弘

売上高 ： 664,315百万円（2019年3月期）

従業員数 ： 18,240名（2019年4月1日現在）

拠点数 ： 354拠点（2019年4月1日現在）

事業所 ： [本社]東京都港区芝3-8-2 芝公園ファーストビル

[支社]全都道府県に48支社を配置
代表取締役 社長執行役員 CEO

坂主 智弘

全国広域
大規模企業

地域密着
地場企業



リコージャパンの事業領域

リコージャパンはお客様への価値提供の領域を、“従来の⼀般オフィス”から、さまざまな
業種の現場を含めた“ワークプレイス”、さらに社会まで広げ、本業を通じた社会課題解決への
貢献を強化していきます。

社会

現場

オフィス

価値提供領域の広がり

仕事のデジタル化余地

ITインフラ画像(複合機･プリンター)

商用印刷

3Dプリンター

産業用インクジェット

コミュニケーション

SI・アプリケーション ワークプレイス

地域創生/まちづくり

環境・エネルギー

イベントソリューション

カメラ

ガーメントプリンター

スクラムパッケージ※

※スクラムパッケージ：各業種、業務の課題に対するソリューションをパッケージ化したもの

観光

運輸

福祉・介護

医療

製造

不動産

建設

働き方改革

バックオフィス

セキュリティ



リコーグループの取り組み

2017年4月 2つの国際的な取り組みへ参加を表明

■ リコーのRE100に関する目標

2030年30％

2050年100％

RE100へ加盟

中期経営計画にて
SDGsを宣言

SDGsを宣言

■ RE100とは
100%再生可能エネルギーで
事業活動を実施する事を目標

にした国際的なイニシアティブです

世界全体で216社加盟 (2019年12月4日現在)



岐阜支社の取り組みについて



リコージャパン(株)岐阜支社のご紹介

グループ初“エコなオフィス”としてSDGs達成に向けた

取り組みをビジネス・教育・地域・社会に向けて発信する事

グループ初“RE100実践事業所”としてSDGs達成に

向けた取り組みをビジネス・地域・社会へ発信しております

岐阜県の民間企業として

初のNearly ZEBを取得

太陽光発電を活用したクリーンなエネルギーで事業活動を実現



省エネの取り組み

RICOH Smart MES 『照明・空調制御システム』

入室に合わせ
自動点灯

明るい昼間は窓際の
照明の明るさを調整

人のいないエリアは
照度を抑える

営業時間前から空調を
自動で作動させる事で
お客様を適温でお迎え

誰もいない場所は
照明を自動OFF
空調は省エネモード

部屋の隅々まで
均一な温度に調整

人感や室内の明るさ・温度を、
センサーで常時感知する事で、
照明・空調を自動コントロール

省エネと快適性・利便性を

同時に実現するリコー最新の設備

自然光を活用する設備

■トップライト
(L2-tech導入実証事業)

屋内の設備

屋外の設備

■採光クロス・フィルム
(L2-tech導入実証事業)

自然光を効率的に取り込み
居室内に拡散

適温を維持する設備

自然換気
システム

(L2-tech導入実証事業)

遮熱ロール
スクリーン

(L2-tech導入実証事業)



太陽光発電の設備

創エネの取り組み

EV急速充電スタンドEV普通充電スタンド

太陽光発電で創り出したクリーンなエネルギーを

社屋で使用する電力やEV車といった事業活動へ活用

EVパワーステーション

■ 太陽光パネル ■ 太陽光発電・蓄電システム

太陽光パネル
蓄電池



電力会社からの受電が０の状態



蓄エネの取り組み

蓄電システムと電気自動車 (営業車+蓄電池として活用)で

天候や天災に影響されない安定した電力供給を実現

EVパワーステーション

BCP対応
倍速充放電器

余剰電力の活用シーン

■ 夜間のプロジェクションマッピング・デジタルサイネージ

天気
予報

防犯
情報

蓄電された電力を
緊急時に供給

■ 地域貢献の社屋

防災情報発信拠点
としても活用できます

一般家庭に換算すると

約2～4日分の電力

電気自動車
の蓄電量

62kWh

太陽光パネル
蓄電池の容量

32kWh
(8.4kWh×4)



令和元年度 岐阜市景観賞に選出

14

・太陽光発電による余剰電力を活用して、プロジェクションマッピングを実施している事

・また発信している情報も岐阜県や岐阜市の名所と四季を綴る映像や、地域情報など

まさに岐阜市から全国にむけた情報発信のシンボルとなっている事

認定のポイント

建屋二階の窓ガラスに映しだすプロジェクションマッピングによる情報提供

《屋外広告物部門》 景観奨励賞 受賞



リコージャパン(株)岐阜支社における

ワークスタイル変革に関する取り組みを

主に3つのゴールズの視点からご紹介致します



岐阜支社での働き方 (2019年3月以降)

業務スタッフ

18名

カスタマーエンジニア 55名

営業

68名

業務スタッフを含めた全社員の固定席を廃止

仕事の内容・目的に合わせて最適な空間を選択できる環境

従来の業務の働き方

デスクトップPC
固定電話・袖机
組織キャビネット

完全な自由席



業務スタッフの働き方の変化

■ 複数の書類が手元に必要な業務

共有サイドワゴン

■ メンバーで話し合いが必要な業務

封かん作業などの
作業台として活用

■ 2画面でのデータマッチング業務

リフトアップモニター

■ 1人で集中して作業する業務

窓際カウンター席 上下昇降デスク



SDGs経営に関するまとめ



外部からの評価 (2017年度-2019年度)

■2017年度-2018年度 CS調査

全国ワースト１⇒ 全国総合 2位 顧客理解など6項目で1位

外部からの評価

2019年度 CS調査 全国総合 1位を獲得

■岐阜県ワーク・ライフ・バランス エクセレント企業認定



ViCreA岐阜のオフィス見学随時受付中



ご清聴頂き、誠にありがとうございました


